
※主な新規・拡充項目については、主なものであるため、事業費総額と合計が合わないことがあります。

令和5年度
要求額
（千円）

令和5年度
最終査定額
（千円）

令和5年度
要求額
（千円）

令和5年度
最終査定額
（千円）

査定内容 査定の詳細

政策企画部
民間活力導入
担当

大阪公立大学協創推進事業 11,000 11,000

「産業振興」「脱炭素」「スマート
シティ」などの分野で、大阪公
立大学や大学と関連のある企
業などと連携しながら、付加価
値の高い新事業を創出する。

11,000 11,000 要求どおり － 1

政策企画部 広域連携担当 2025年大阪・関西万博連携事業 7,312 7,312

2025年大阪・関西万博の開催
は、大阪、関西をアピールする
絶好の機会であり、国内外から
多くの方が来訪することによる
大きな経済波及効果が期待さ
れる。本市としてもこの好機を
逃さず、堺の持つ優れたポテン
シャルを生かしてその効果を確
実に取り込み、大阪府・大阪市
や周辺地域と連携しながら、堺
の成長、発展につなげていく。

7,312 7,312 要求どおり － 4

貿易大臣会合
協力室

G7貿易大臣会合大阪・堺推進協力事業 197,086 39,586
G7貿易大臣会合大阪・堺推進
協力協議会負担金 197,086 39,586 内容を精査 対象、規模等の精査 7

新規・拡充事業一覧

部名称 課名称 事業名称

事業費総額

主な新規・拡充項目

主な新規・拡充項目

頁



局 部 課

3 年度

9

10

令和5年度　事務事業予算要求シート（1）

要求区分 新規・拡充

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 終了（予定）年度

事業の概要

令和5年度当初予算は「産業振興」の分野で取組みを実施する。市内中小企業2社程度と大学と関係のある大手企

業との共同研究を実施する場合、大学との間で協定を締結し、共同研究費（人件費、物件費等）を市から大学に

対して負担金として支出する。なお、本事業を「企業版ふるさと納税」による寄附金を活用できる事業として位置付け、

事業費は寄附金のみを財源とする。

公民連携・協働事業

Ⅱ．事業の目標

Ⅰ．基本情報

事務事業名 大阪公立大学協創推進事業 事業番号 001-027

担当部署名 市長公室 政策企画部 民間活力導入担当

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略 4.人や企業を惹きつける都市魅力 ～Attractive～ 施策 (4) 成長産業や新事業を生み出すイノベーションの創出

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

寄与

する

KPI

有・無 指標名 イノベーション創出につながる事業数

有 取組の方向性 ②中小企業による新事業の創出

有 現状値 74件(5年累計(2015～2019年度)) 目標値 100件(2021～2025年度の累計)

有・無 ゴール ゴール⑼産業と技術革新の基盤をつくろう ターゲット 9.2,9.5

有 取組 産学官連携による新事業創出の促進

2 関連計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

事業開始年度 令和 5 終了（予定）年度 令和 6 年度

実施根拠

（根拠法令、条例等）

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

大阪公立大学、民間事業者

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

大阪公立大学が取り組むイノベーション・アカデミー事業（令和4年4月～）の一環で、本市の施策と関連が深い「産

業振興」「脱炭素」「スマートシティ」の分野で、中小企業の共同研究支援や各種実証プロジェクトなどを大学と連携して

実施しながら、堺市基本計画2025で設定するKGI、KPIの達成をめざすため。

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 大阪公立大学

※国・府の基準より上回って

実施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定

11

成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
目標

実績 実績見込み

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

4目標値 - - 2

当該指標を選定した理由 共同研究数が、堺市基本計画2025で設定するKPI達成に寄与すると考えられるため。

達成率 - -

負担金を支出した市内中小企業との

共同研究数
件 実績値 - -

目標値の設定根拠・算出方法 大阪公立大学コーディネーターによる企業マッチングの状況に基づき目標値を設定

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和3年度 令和4年度 令和5年度

事業終了後の実績報告書により、適

切な事業の実施が確認できた事業数
件

目標値 ‐ ‐

達成率 - -

当該指標を選定した理由 適切な事業の実施が、堺市基本計画2025で設定するKPI達成に寄与すると考えられるため。

2

実績値 ‐ ‐

目標値の設定根拠・算出方法 実績報告書により、適切な事業の実施が確認できた事業数を設定
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事務事業名 大阪公立大学協創推進事業 事業番号 001-027

令和5年度　事務事業予算要求シート（2）

Ⅲ．令和5年度予算要求額

事業コスト （単位：千円）

令和5年度

府支出金　

R4

13

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

事業費  (a) 0 0 0 0 11,000

市債

受益者負担金(使用料、手数料等）　

11,000その他（ 企業版ふるさと納税

一般財源

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

大阪公立大学協創推進事業負

担金

R4 予算

事業費
うち

一般財源

予算

R5 予算 11,000 0 R5 予算

R4 予算 R4 予算

R5 予算 R5 予算

R4 予算

R5 予算 R5 予算

R4 予算

R4 予算 R4 予算

R5 予算 R5 予算

債務負担行為 （単位：千円）

R4 予算

R5 予算 R5 予算

R4 予算

大阪公立大学中百舌鳥キャンパスに堺市内企業支援に特化した専属コーディネーターを配置。

R5
「産業振興」の分野で市内中小企業と大学と関係のある大手企業との共同研究を支援。

「低炭素」「スマートシティ」の分野における実証プロジェクトの企画調整。

期間 R　　～　　R 要求額

R6以降
「産業振興」の分野で市内中小企業と大学と関係のある大手企業との共同研究を支援。

「低炭素」「スマートシティ」の分野における実証プロジェクトの企画調整、実施。

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

付加価値の高い技術やサービスを提供する企業を創出するなど産業振興を図るためには、行政による支援に加えて、

工学や環境などの分野に強みをもつ大阪公立大学の知的・人的資源を最大限に活用し、連携することが効果的であ

る。なお、事業費については大阪公立大学と本市との連携を応援する企業からの「企業版ふるさと納税」を通じた寄附

金を活用するため、一般財源からの費用負担は予定していない。

Ⅳ．スケジュール

経過及び今後の展開

16

R4まで
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繋ぐ
・公立大研究の探索
・堺市企業の探索

実施内容イメージ
・大学・大企業によるセミナー／ワークショップ
・産学連携、産産連携マッチング

➤

（政策企画部） ※事業の進捗管理は産業戦略部
大阪公立大学協創推進事業（産業振興分野）（新規）
マッチングにより企画するに至った、『公立大の研究シーズ×堺市内

企業の産学連携事例』または『公立大・大手企業連携事例×堺市
内企業の産産連携事例』について、共同研究を実施。

（産業戦略部）
大阪公立大学コーディネーター連携事業（令和4年度～）
公立大URAセンターに、堺市内企業（中小・中堅企業、大手企

業）に特化した専属コーディネーターを配置し、公立大の研究シー
ズや公立大と連携している大手等企業とのマッチング。新たな産学
連携、産産連携の企画を創出。

大阪公立大学協創推進事業
令和5年度要求額
【新規】政策企画部 負担金 1100万円（寄附）

共同研究
・企業の製品・技術と
公立大の共同研究

実施内容イメージ
・公立大の研究シーズと技術コーディネート
・共同研究モデルの構築と開発

➤

堺専属
公立大コーディネーター

令和5年度当初予算要求事業（案）「産業振興」

成果目標

KGI
事業従業者1人当たりの付加価値額

508万円（2016年） → 539万円（2030年度）

KPI

イノベーション創出につながる事業数

74件（2015～2019年度累計） → 100件（2021～2025年度累計）

市域の温室効果ガス排出削減量（2013年度比）

14.1％（2017年度）→ 19.0％（2025年度）

【事業目的】
大阪公立大学が取り組むイノベーション・アカデミー事業（令和4年4月～）の一環で、本市の施策

と関連が深い「産業振興」「脱炭素」「スマートシティ」の3分野で、大阪公立大学と連携して、中小企
業の共同研究や各種実証プロジェクトなどに取り組み、堺市基本計画2025で設定するKPIの達成を
図る。

【事業概要】
公立大URAセンター等と産業戦略部が連携して企業版ふるさと納税を活用して以下の取組を実施。
○ 産業振興（令和5年度当初）

大学の研究シーズ×中小企業の製造技術、大学・大手企業の連携×中小企業の製造技
術の共同研究を企画・実施。

※なお、脱炭素及びスマートシティの2分野は企画調整中
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局 部 課

3 年度

9

10

実績値 ー 4

目標値の設定根拠・算出方法 実施目標に対する実施回数

目標に対する実績

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和3年度 令和4年度 令和5年度

イベント等での万博の機運醸成・堺の

魅力発信の実施
回

目標値 ー 4

達成率 100%

当該指標を選定した理由
万博効果の最大化に向けた万博の機運醸成、効果的な堺の魅力発信を実現するためには、より多くの方の

目に触れる機会の創出が必要であることから、活動指標は実施回数としている。

10

当該目標を設定した理由
万博の開催は、堺をアピールする絶好の機会であり、大きな波及効果が期待される。この好機を逃さず、堺の

持つ優れたポテンシャルを生かしてその効果を確実に取り込み、堺の成長、発展につなげていく必要がある。

達成率

万博開催に伴う堺への波及効果の最

大化・都市魅力の向上
実績値

目標値

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
目標

実績 実績見込み

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和7年度 

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 事業者への委託

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

2025年日本国際博覧会協会、大阪府、大阪市、堺市

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

堺市民、市内企業、団体等

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

2025年大阪・関西万博の開催は、大阪、関西をアピールする絶好の機会であり、国内外から多くの方が来訪すること

による大きな経済波及効果が期待される。本市としてもこの好機を逃さず、堺の持つ優れたポテンシャルを生かしてその

効果を確実に取り込み、大阪府・大阪市や周辺地域と連携しながら、堺の成長、発展につなげていく必要がある。

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

事業開始年度 令和 5 終了（予定）年度 令和 7 年度

実施根拠

（根拠法令、条例等）

2 関連計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット 8.9

有 取組 観光消費の促進をめざす戦略的な観光施策の推進

寄与

する

KPI

有・無 指標名 ―

有 取組の方向性 ②2025年大阪・関西万博の開催、2031年なにわ筋線開業を見据えた多様な移動環境の創出と観光推進

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (3) 類稀な堺の歴史文化資源を活かした戦略的な観光誘客の推進

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名 ―

4

Ⅰ．基本情報

事務事業名 2025年大阪・関西万博連携事業 事業番号 001-028

担当部署名 市長公室 政策企画部 広域連携担当

令和5年度　事務事業予算要求シート（1）

要求区分 新規・拡充

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 終了（予定）年度

事業の概要

○万博開催に伴う堺への経済波及効果を最大化し、万博開催後においても堺の都市魅力の向上につながる取組等を

検討することを目的として、令和4年5月に本市・経済団体・関係団体等で構成する「2025年大阪・関西万博」堺プロ

ジェクトチームを設置。プロジェクトチームでは、「万博会場での魅力発信」と「堺を舞台としたおもてなし」の2つの視点で、

各構成団体が実施する具体的な取組やスケジュールについて検討を進めている。

○万博会場での魅力発信という視点では、会場において堺への誘客につなげるPR機会を創出するため、令和5年度に

予定されている『大阪パビリオンでの催事募集』、『国際博覧会協会催事施設等での催事募集』に向けて、催事・展示

企画の検討を行い、企画エントリーを行う。

○万博開催効果の最大化に向けて、経済団体・関係団体・民間企業等とも連携し、堺市内で機運醸成に向けた取

組を実施する。また、令和5年度には、G7貿易大臣会合の開催が予定されていることから、大臣会合の開催を契機とし

た万博のPR・堺の魅力発信に向けた取組を実施する。

公民連携・協働事業

Ⅱ．事業の目標

-4-



）

15

Ⅳ．スケジュール

経過及び今後の展開

16

R4まで

R6以降

○万博開催年度の令和7年度に向けて、段階的に取組を強化していく必要がある。令和6年度は次のような取組を想

定。

　・万博会場における展示・催事企画の具体化、実施準備

　・機運醸成の取組強化（チケット販売と連動したキャンペーン・イベントの企画・実施、カウントダウンイベントの実施

等）

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

○本事業では、プロジェクトチームにおいて検討している取組のうち、主に「万博会場での魅力発信に向けた取組」及び

「万博の機運醸成に向けた取組」に関して予算要求を行うもの。

○令和5年度に予定されているG7貿易大臣会合の開催は、2年後に開催される万博をPRし、大阪・堺の魅力を世界

に発信できるまたとない機会となる。この機会を最大限活かして相乗効果を発揮できるよう連携して取り組んでいく。

○令和4年5月に本市・経済団体・関係団体等で構成する「2025年大阪・関西万博」堺プロジェクトチームを設置。プ

ロジェクトチームでは、「万博会場での魅力発信」と「堺を舞台としたおもてなし」の2つの視点で、各構成団体が実施する

具体的な取組やスケジュールについて検討を進めている。

R5

○令和5年度に予定されている大阪パビリオン・国際博覧会協会の催事募集に向けた催事企画検討、エントリーを行

う。

○G7貿易大臣会合の開催を契機とした万博のPR、堺の魅力発信に向けた取組の実施する。また、万博開催2年

前、500日前を契機とした機運醸成活動を実施する。

期間 R　　～　　R 要求額

債務負担行為 （単位：千円）

R4 予算

R5 予算 R5 予算

R4 予算

R5 予算 R5 予算

R4 予算 R4 予算

その他（需用費等）
R4 予算

R5 予算 1,312 1,312 R5 予算

R4 予算

R5 予算 3,000 3,000 R5 予算

機運醸成に向けた取組（ 万博を

テーマにしたイベント等開催）

R4 予算 R4 予算

R5 予算 3,000 3,000 R5 予算

事業費
うち

一般財源

予算

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

万博会場での魅力発信に向けた

取組（催事・展示企画等検討）

R4 予算

一般財源 7,312

受益者負担金(使用料、手数料等）　

その他（

市債

事業費  (a) 0 0 0 0 7,312

13

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

Ⅲ．令和5年度予算要求額

事業コスト （単位：千円）

令和5年度

府支出金　

R4

事務事業名 2025年大阪・関西万博連携事業 事業番号 001-028

令和5年度　事務事業予算要求シート（2）
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【プロジェクトチームの取組の方向性】
プロジェクトチームで検討した次の取組展開イメージをもとに庁内関係部局で事業化を行う。

2025年大阪・関西万博連携事業
令和5年度要求額
【新規】政策企画部 委託料ほか7,312千円

【事業目的】
2025年大阪・関西万博の開催は、大阪、関西をアピールする絶好の機会であり、国内外
から多くの方が来訪することによる大きな経済波及効果が期待される。本市としてもこの好機
を逃さず、堺の持つ優れたポテンシャルを生かしてその効果を確実に取り込み、大阪府・大阪
市や周辺地域と連携しながら、堺の成長、発展につなげていく。

万博の経済波及効果の最大化
重点

誘客による
市内消費の活性化

・万博連動キャンペーン等の展開
・高付加価値ツアーの開発
・快適な受入環境整備の推進

万博の発信力を活用した
地域産業の活性化

・万博の発信力を活かしたプロモー
ションの推進
・万博を契機としたビジネスチャンス
の拡大

機運醸成による
万博開催効果の最大化

・機会を捉えた市民向けPRの推進
（時機を捉えたイベントの実施等）
・G7貿易大臣会合を契機としたPR
活動

【事業内容】
○機会を捉えた市民向けPR等の実施
万博開催効果の最大化に向けて、経済団体・関係団体・民間企業等とも連携し、堺市
内で機運醸成に向けた取組を実施する。また、万博会場において堺への誘客につなげるPR
機会を創出するため、令和5年度に予定されている『大阪パビリオンでの催事募集』、『国際
博覧会協会催事施設等での催事募集』に向けて、催事・展示企画の検討を行い、企画エン
トリーを行う。
○G7貿易大臣会合を契機としたPR活動
令和5年度には、G7貿易大臣会合の開催が予定されていることから、大臣会合の開催を
契機とした万博のPR・堺の魅力発信に向けた取組を実施する。

事業化

【「2025年大阪・関西万博」堺プロジェクトチームについて】
万博開催に伴う堺への経済波及効果を最大化するため、堺市と経済団体等において効果
的な取組の検討・協議を行うプロジェクトチームを設置。「万博会場での魅力発信」と「堺を舞
台としたおもてなし」の2つの視点で、各構成団体が実施する具体的な取組やスケジュールに
ついて検討を進めている。
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局 部 課

3 年度

9

10

実績値 - -

目標値の設定根拠・算出方法 G20大阪サミットでの事業数を参考に算出

目標に対する実績

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
目標

令和3年度 令和4年度 令和5年度

魅力発信や理解促進・機運醸成に資

する事業実施数
回

目標値 - -

達成率 - -

当該指標を選定した理由
会合が無事に開催され、事業目的を達成するためには、市民の理解とおもてなしの機運を高めることが必要

であることから、それらに資する事業の実施数を選定。

10

当該目標を設定した理由
本事業の目的を達成するためには、2023年に大阪・堺で開催されるG7貿易大臣会合が無事に開催され

ることが最重要事項であるため。

達成率

G7貿易大臣会合の開催 実績値

目標値

事業の成果や活動実績の測定

11

定性的な成果目標 単位
目標

実績 実績見込み

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和5年度 

主な支出先（委託・補助金・負担金等） 2023年Ｇ７貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会（負担金）、委託業者、工事請負業者

※国・府の基準より上回って

実施した内容を具体的に記載

5
事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

堺市、2023年Ｇ７貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会（大阪府・堺市・経済団体等で構成）

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

市民、海外プレス、関係省庁（外務省・経済産業省）等

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

大阪・堺の魅力を国内外へ発信することで、2025年の大阪・関西万博に向けて弾みをつけることに加え、本市の都市

ブランド向上やビジネス機会の創出、子どもたちの国際感覚の醸成など、観光誘客の推進や地域及び産業の活性化に

資すること。

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

事業開始年度 令和 4 終了（予定）年度 令和 5 年度

実施根拠

（根拠法令、条例等）

2 関連計画

無 現状値 ― 目標値 ―

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値 ―

有・無 ゴール ゴール⑻働きがいも経済成長も ターゲット (3) 類稀な堺の歴史文化資源を活かした戦略的な観光誘客の推進

有 取組

寄与

する

KPI

有・無 指標名

有 取組の方向性

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略 1.堺の特色ある歴史文化 ～Legacy～ 施策 (3) 類稀な堺の歴史文化資源を活かした戦略的な観光誘客の推進

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

指標名

4

Ⅰ．基本情報

事務事業名 G7貿易大臣会合大阪・堺推進協力事業 事業番号 001-029

担当部署名 市長公室 貿易大臣会合協力室 ―

令和5年度　事務事業予算要求シート（1）

要求区分 新規・拡充

一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

実績 実績見込み 目標 終了（予定）年度

事業の概要

　G7貿易大臣会合は、G7サミットに合わせて開催される関係閣僚会合の一つで、G7（日本、アメリカ、イギリス、イタリ

ア、カナダ、ドイツ、フランス）及びEUの通商、貿易に係る担当大臣が一堂に会し、国際社会が直面する様々な通商

政策課題について意見交換を行い、コンセンサスを形成するもので、国主催で実施する大臣会議、国際メディアセン

ター公式行事（大阪市内）と記念撮影、夕食会の社交行事（堺市内）が円滑に運営されるよう、会場周辺や移

動に伴う安全対策等の一部を支援するもの。また、地元のおもてなしとして、大阪・堺の魅力発信やPR活動、歓迎レセ

プション等を実施するもの。

　また、開催都市として受入環境を整備するため、社交行事の開催予定場所である大仙公園や、大臣等の移動動線

にあたる道路等について、必要な周辺整備・修景等を行う。

公民連携・協働事業

Ⅱ．事業の目標
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）

15

Ⅳ．スケジュール

経過及び今後の展開

16

R4まで

R6以降 G7貿易大臣会合の大阪・堺での開催が、2025年の大阪・関西万博に向けて弾みとなる。

Ⅴ．要求のポイント

17 要求のポイント

　G7 貿易大臣会合成功への協力・支援と世界に向けた大阪・堺の魅力発信を図るため、「2023年Ｇ７貿易大臣

会合大阪・堺推進協力協議会」へ支出する負担金を要求する。また、開催都市として受入環境を整備するため、社

交行事の開催予定場所周辺や大臣等の移動動線において必要な、周辺整備や修景等に係る経費を要求する。

・R4.9.16　2023年G7貿易大臣会合の開催都市として決定。

・R4.9.30　大阪府・堺市による「2023年Ｇ７貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会」の発足。

・R4.10.1　堺市において臨時組織（貿易大臣会合協力室）の設置。

・R4.11.1　大阪府において臨時組織（貿易大臣会合協力課）の設置及び協議会事務局（堺市役所内）の発

足。

R5

・魅力発信、おもてなし、理解促進・機運醸成事業等の実施

・周辺整備、修景等事業の実施

・R5.10.28-29　G7貿易大臣会合、社交行事、地元歓迎レセプションの実施。

期間 R　　～　　R 要求額

債務負担行為 （単位：千円）

大仙公園照明灯更新工事
R4 予算

R5 予算 10,000 10,000 R5 予算

R4 予算

R5 予算 2,500 2,500 R5 予算 52,000 52,000

大仙公園日本庭園既存便所改

修工事

R4 予算 府道堺狭山線等防護柵・横断防

止柵修繕工事

R4 予算

府道堺狭山線等街路樹管理業

務

40,000 40,000

R4 予算

R5 予算 5,000 5,000 R5 予算

R4 予算 大仙公園日本庭園池泉循環設

備改修工事 30,000 30,000

R5 予算 39,586 7,086 R5 予算 10,000 10,000

大仙公園環境整備業務
R4 予算 大仙公園日本庭園池泉堆積土

砂撤去工事

R4 予算

R5 予算 8,000 8,000 R5 予算

事業費
うち

一般財源

予算

14

事

業

費

内

訳

主な項目 年度 事業費
うち

一般財源
主な項目 年度

事業費の内訳 （単位：千円）

G7貿易大臣会合大阪・堺推進

協力協議会負担金

R4 予算

一般財源 164,586

受益者負担金(使用料、手数料等）　

32,500その他（ 基金繰入金、寄附金

市債

事業費  (a) 0 0 0 0 197,086

13

項　　　目
令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

決算 決算 決算 予算 予算要求

財

源

内

訳

国支出金

Ⅲ．令和5年度予算要求額

事業コスト （単位：千円）

令和5年度

府支出金　

大仙公園日本庭園エントランス及

び園路改修工事

R4

事務事業名 G7貿易大臣会合大阪・堺推進協力事業 事業番号 001-029

令和5年度　事務事業予算要求シート（2）
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【 背 景 】

• 令和3年12月1日 大阪府・堺市による、G7関係閣僚会合誘致の共同発表

• 令和4年9月16日 2023年G7貿易大臣会合の開催地が大阪府に決定

• 令和4年9月30日 「2023年Ｇ７貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会」設立

【 目 的 】

• 大阪府と連携、役割分担のもと、G7貿易大臣会合を開催することにより、2025年大阪・関西万博

の機運醸成や本市の魅力発信にとどまることなく、堺の都市ブランド向上、地域活性化、子どもたち

の国際感覚の醸成などに寄与すること。

G7貿易大臣会合大阪・堺推進協力事業

【予算要求額】

197,086千円

• 内訳：2023年Ｇ７貿易大臣会合大阪・堺推進協力協議会負担金：39,586千円

周辺整備・修景に係る経費：157,500千円

• 財源：基金繰入金：27,500千円、寄附金：5,000千円

【 事 業 概 要 】

• G7貿易大臣会合は、G7サミットに合わせて開催される関係閣僚会合の一つで、G7（日本、アメリ

カ、イギリス、イタリア、カナダ、ドイツ、フランス）及びEUの通商、貿易に係る担当大臣が一堂に会し、

国際社会が直面する様々な通商政策課題について意見交換を行い、コンセンサスを形成するもので、

国主催で実施する大臣会議、国際メディアセンター公式行事（大阪市内）と記念撮影、夕食会の

社交行事（堺市内）が円滑に運営されるよう、会場周辺や移動に伴う安全対策等の一部を支援

する。

• 地元のおもてなしとして大阪・堺の魅力発信やPR活動、歓迎レセプションを実施する。

• 開催都市として、社交行事の開催予定場所である大仙公園や、大臣の移動動線にあたる道路等

について、必要な周辺整備・修景を行う。
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